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1
【差別の禁止】
・性別、年齢、人種、出身などによる差別がないことを確認している

基本 社会

国籍や人種、出身、年齢、性別に関わらず、すべての従業員が平等に働ける職場環
境の実現に取り組んでいます。従業員一人ひとりの成長を支援するため、フォークリ
フトの操作研修をはじめとする実務的な技能講習を実施しています。さらに、技術者
としてのスキル向上を目指し、社内で定期的に勉強会を開催し、参加を促進していま
す。

○ ○ ○ ○

2
【ハラスメント禁止】
・セクハラ、マタハラ、パワハラ等のハラスメントを防ぐ、ルール・教育・相談体制が整備されている

基本 社会

すべての従業員が安心して働ける環境づくりを目指し、ハラスメントの防止に積極的
に取り組んでいます。妊娠中の従業員には体調に配慮した業務を担当してもらい、
無理のない働き方を支援しています。育児休業後の職場復帰率も高く、復帰後も柔
軟な働き方ができるよう、業務内容や勤務時間の調整を行っています。こうした取り
組みを通じて、ライフステージに応じた働き方を支援し、すべての従業員が長く安心
して働ける職場環境を実現しています。

○ ○ ○

3
【労働時間】
・過度な長時間労働が行われていない

基本 社会
従業員一人ひとりが心身ともに健康で、安心して働き続けられる職場づくりを目指
し、労働時間の適正化に取り組んでいます。過度な長時間労働を防ぐため、柔軟な
シフト編成を行い、無理のない勤務体制を整えています。

○

4
【外国人労働者】
・外国人労働者の差別、人権侵害がないことを確認している

基本 社会
外国籍の従業員に対しても、日本人従業員と同様に平等な就労機会を提供していま
す。人種や国籍に基づく差別がなく、日々の業務においても、あらゆる場面で公平な
対応を徹底しています。

○ ○ ○

5
【労働安全衛生】
・作業中の事故等を防ぐため、安全で衛生的な労働環境が整備されている

基本 社会

すべての従業員が安心して働けるよう、安全かつ衛生的な労働環境の整備に努め
ています。入社時には、作業現場における危険箇所や注意点について丁寧に説明を
行い、事故やケガの未然防止に取り組んでいます。
日々の業務の中で危険が想定される場面やヒヤリとした事例が発生した際には、速
やかに社内でアナウンスを行い、全従業員への周知を徹底しています。こうした情報
共有を通じて、職場全体で安全意識を高め、再発防止につなげています。

○ ○

6
【メンタルヘルス】
・労働者のメンタルヘルスを良い環境で維持できるように施策を実施している

基本 社会

定期的ではないものの、1対1での面談を実施しており、業務上の困りごとや不安を
気軽に相談できる機会を設けています。
また、有給休暇の取得率も良好で、休みが取りやすい職場環境が整っており、過度
なストレスの蓄積を防ぐことにもつながっています。さらに、社内の親睦を深めるため
に、バーベキューや忘年会などの交流イベントも開催しており、従業員同士のつなが
りを大切にしています。

○

7
【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者等）を活かし、十分に活躍できる環境が整備されている

基本 社会

女性の活躍推進においては、管理職への登用を積極的に行っており、また残業が少
なく、育児との両立がしやすい勤務体制を整えています。外国籍の従業員に対して
は、市が主催する日本語学習会への参加を呼びかけており、実際に参加している従
業員もいます。さらに、社内掲示物には外国語表記を取り入れるなど、情報の伝達に
おいても配慮を行っています。
また、定年後の再雇用制度を導入し、経験豊富な高齢者の知見を活かした人材活
用にも取り組んでいます。

○ ○ ○

8
【健康経営】
・従業員への健康投資による生産性の向上等の組織の活性化に取り組んでいる

応用 社会

定期的に健康に関する情報をまとめた配布物を社内で配布し、生活習慣の見直しや
セルフケアの大切さについての啓発を行っています。また、健康に関するアンケート
を定期的に実施し、従業員の健康意識の向上と、職場全体での健康づくりに役立て
ています。

○ ○

9
【人材育成】
・労働者に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供している

応用
社会、経

済

業務に必要な知識や技術を習得できるよう、社内に教育の場を設け、スキルアップ
の機会を提供しています。フォークリフトの操作研修や技術者向けの勉強会を実施
し、実務に直結するスキルの習得を支援しています。

○ ○ ○

10
【雇用形態にかかわらない公正な待遇の確保】
・雇用形態に関わらず、同一労働同一賃金等の原則に沿った対応を行っている

応用
社会、経

済

社会保険加入者に対しては、毎年の健康診断を実施し、病気の早期発見と予防に
努めています。また、定期的に健康に関する情報をまとめた配布物を配布し、生活
習慣の見直しやセルフケアの重要性についての啓発を行っています。さらに、健康に
関するアンケートも実施し、従業員の意識向上と職場全体での健康づくりに役立てて
います。

○ ○ ○

企業・団体名（　　　　　　株式会社立沢化成　　　　　　　）
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11
【廃棄物】
・廃棄物の管理を適切に行い、また削減に努めている

基本 環境

ごみを分別することでリサイクル可能な資源の回収や廃棄物の適正処理を行い、環
境保全に努めています。
また、社内から排出されるごみの量を抑えるため、従業員が持ち込んだお弁当の容
器などの個人ごみについては、原則として各自で持ち帰ってもらう運用としていま
す。こうした取り組みにより、事業活動に伴う廃棄物の発生を最小限に抑える工夫を
しています。

○ ○ ○

12
【エネルギー】
・自社のエネルギー使用量を把握し、エネルギー利用の効率化を進めている

基本 環境

エネルギー使用量の把握と管理を徹底しています。毎月の使用量を常に確認しなが
ら、無駄のない運用を心がけています。
また、工場では太陽光発電によって得られた電力を生産活動に活用しており、再生
可能エネルギーの導入に取り組んでいます。

○ 　 ○

13
【温室効果ガス】
・自社の温室効果ガスの排出量を把握し、削減を進めている

基本 環境

太陽光発電の活用およびLED照明の導入を推進しています。太陽光発電の導入に
より、再生可能エネルギーの利用を促進し、温室効果ガスの排出削減に貢献してい
ます。LED照明への切り替えによって、電力消費量の削減と長寿命化による廃棄物
の抑制を図っています。

○ ○ ○

14
【有害化学物質】
・法令等で規制されている有害化学物質を把握し、使用量の削減及び適切な使用に努めている

基本 環境
有害化学物質を取り扱う作業において、従業員の健康と安全を守るための環境整備
を進めています。具体的には作業内容に応じた保護具（防毒マスク、手袋、保護メガ
ネなど）を整備し、使用の徹底を図ることで、リスクを最小限に抑えています。

○ ○ ○ ○

15
【生物多様性】
・自社活動が生物多様性や生態系に悪影響を及ぼさないよう配慮している

基本 環境
新設された倉庫では、建物周囲に芝生を敷設することで、緑地を確保し、地域の生
態系への影響を最小限に抑えるよう努めました。

○ ○

16
【水の管理】
・自社の水の利用状況を適切に管理し、利用効率の改善に努めている

応用 環境
工場内において井戸水と水道水を用途に応じて使い分ける運用を行っています。具
体的には、一部の工程や設備には井戸水を使用し、飲料用には水道水や市販の飲
料水を使用することで、安全性と効率性の両立を図っています。

○

17
【環境マネジメントシステム】
・ISO14001または同等の環境マネジメント規格を取得している

応用 環境 ISO14001を取得しています。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18
【環境情報開示】
・自社の環境の取り組みに関する情報を収集し、開示している

応用 環境
電力使用量や廃棄物排出量などの環境関連データを定期的に集計・記録していま
す。これらのデータを分析し、使用傾向や課題を把握することで、具体的な改善策の
立案に役立てています。

○

19
【再生可能エネルギーの利用】
・再生可能エネルギーの利用を進めている

応用 環境
太陽光発電による再生可能エネルギーの活用を進めています。自社施設に設置し
た太陽光パネルで発電した電力を事業活動に活用しています。

○ ○

20
【天然資源の持続的利用】
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行っている

応用 環境
天然資源の有効活用と環境負荷の低減を目指し、再生プラスチックを活用した資材
の調達を進めています。

○ ○ ○ ○

21
【３Rの推進】
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行っている

応用 環境
使用済みのプラスチック製品を買い取り、粉砕・ペレット化したうえで、再び製品の原
料として活用することで、廃棄物の削減と資源の循環利用を実現しています。

○ ○ ○ ○ ○ ○

22
【汚職・贈収賄防止】
・汚職・贈収賄を禁止する方針を掲げ、社員に教育している

基本 社会
新規取引先とは必ず契約書を取り交わすことを徹底し、取引条件の明確化と透明性
の確保に努めています。

○

23
【公正な競争】
・不正競争行為に関与しない方針を掲げ、社員に教育している

基本 社会
新たな製品を開発する際には、専門の特許事務所に調査・手続きを依頼し、法的リ
スクを未然に防ぐ体制を構築しています。また、社員や関係者との間で秘密保持誓
約書（NDA）を取り交わし、情報漏洩の防止に努めています。

○

24
【知的財産保護】
・知的財産を保護するよう、適切な取り組みを進めている

基本 社会
製品開発時に他社の特許や商標を調査し、侵害リスクを回避しています。また、社員
や関係者との間で秘密保持誓約書（NDA）を取り交わし、情報漏洩の防止に努めて
います。

○ ○

25
【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している

基本 社会
個人情報にアクセスできる社員を限定しています。また、定期的なパスワードの変更
やウイルス対策ソフトを導入し、システム面でのセキュリティ強化にもつなげていま
す。

  ○

26
【紛争鉱物】
・紛争鉱物を取り扱っていないことを確認している

応用 社会
【非該当】当社はプラスチック成形業であり、紛争鉱物（タンタル、スズ、タングステ
ン、金）を原材料として使用する業種には該当しません。

27

【サプライチェーン管理】
・サプライヤー、事業パートナー等に対し、人権侵害（低賃金労働、児童労働、劣悪な労働環境等）の防止、
生物多様性や生態系への悪影響の防止、倫理面での適切な対応（ハラスメント・汚職・贈収賄防止）のため
の取組を要請している

応用 社会
新規取引開始時には契約書を取り交わし、当社の調達方針や倫理基準への同意を
得るプロセスを設けています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境

公正
な事
業慣
行
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28
【製品・サービスの安全性】
・自社の製品・サービスの安全性を確保するための仕組みを構築している

基本 経済
自社製品の使用時の安全性や耐久性を確認するための各種テストを実施し、長期
使用に耐えうる品質を確保しました。

○ ○

29
【品質保証】
・顧客に品質のよいモノやサービスを提供するための仕組みを確立している

基本 経済
製品の開発においては、実際の使用感や利便性を確認するために、お試し用の製
品を提供し、利用者からのフィードバックを収集しています。

○

30
【環境配慮製品】
・ライフサイクルで環境に配慮した製品の開発・設計を進めている

応用
経済、環

境
再生材料を活用した製品の開発・生産に取り組んでおり、限りある資源の有効活用
と廃棄物の削減に貢献しています。

○ ○ ○ ○ ○

31
【社会課題解決製品・サービス】
・社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開を進めている

応用
社会、経

済

人々の暮らしや活動をより良くする製品・サービスの開発・展開に取り組んでいます。
具体的には、ゴルフプレーヤーの声に耳を傾け、実際の困りごとやニーズをもとに商
品化を行うことで、現場で本当に役立つ製品の提供を実現しました。他にもキャッ
シュレス決済に関する問題を解決する製品も商品化しました。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32
【地域への影響への配慮】
・自社事業が地域に及ぼす影響に配慮し、適切に取り組んでいる

基本
環境、経

済

廃プラスチックの再資源化・リサイクルの推進に取り組んでいます。具体的には回収
したプラスチックケースを自社で粉砕・リペレット加工し、新たな製品の原料として再
利用しています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33
【社会貢献活動】
・寄付、ボランティア等を含む、社会貢献活動に積極的に取り組んでいる

応用 社会
地域の社会福祉団体への寄付を継続的に行い、地域福祉の充実や支援活動の推
進に貢献しています。

○  ○ ○ ○  ○

34
【地域資源の積極的利用】
・地域資源の積極的利用（地産地消、地産外商）を行っている

応用
環境、社
会、経済

地域経済の活性化と環境負荷の低減を目的に、製品の梱包に使用する段ボール箱
を県内の協力業者から調達することで、輸送に伴うCO₂排出量の削減に繋げていま
す。

○ ○ ○ ○ ○  

35
【法令遵守】
・法令遵守の考え方が社内に十分浸透している

基本 社会
法令や社内ルールの順守を徹底するため、それらに関するルールを朝礼や社内掲
示を通じて周知しています。

○

36
【内部管理体制】
・経営理念（及びSDGsとの関係）・経営目標の社内への共有が行われている

基本
環境、社
会、経済

経営理念およびSDGsへの取り組み姿勢を社内外に広く示すため、会社の出入り口
に経営理念とやまなしSDGs登録企業であることのロゴを掲示しています。これによ
り、社員の意識向上と理念の浸透を図っています。

○ ○ ○

37
【法令遵守】
・法令遵守が確実に行われるよう、体制・仕組みが整備されている

応用 社会
電気設備の安全点検を専門業者が定期的に実施し、点検記録を保管することで、法
令に基づいた管理体制を維持しています。また、作業マニュアルや社内ルールを日
本語と外国語で掲示し、誰もが理解・実践できる環境を整えています。

○

38
【組織体制】
・企業活動が社会・環境に及ぼす影響に関連する事項に対応する担当、専門部署など体制が整備されてい
る

応用
環境、社

会

社会・環境に関する課題対応を専門とする部署や担当者は明確に設けていません
が、今後はSDGsの視点を踏まえ、企業活動が社会や環境に与える影響を意識した
体制づくりを検討してまいります。

39
【リスクマネジメント】
・法令遵守、環境安全衛生、労働環境などに関するリスクを特定、評価し、マネジメントするプロセスが整備さ
れている

応用
社会、経

済
朝礼で安全・衛生に関する注意事項を共有し、リスクへの意識を高めています。 ○

40
【企業の社会的責任】
・企業活動が社会・環境に及ぼす影響に対し、責任を持って対応するCSR（Corporate Social Responsibility）
の取組を進めている

応用
環境、社

会
 

41
【ステークホルダーとの対話】
・ステークホルダーと対話し、自社活動のステークホルダーへの影響を把握し、適切に対応している

応用 社会
製品の品質や納期、環境対応などについて、取引先と不定期ながら打ち合わせを行
い、要望や課題を共有・改善に努めています。

○ ○
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【事業継続】
・事故や災害などの発生に伴う事業中断を想定した戦略を立案している

応用
環境、社
会、経済

事故や災害などによる事業中断に備え、電気設備の定期点検に加え、社内チャット
を活用した一斉連絡体制を整備し、緊急時にも迅速な情報共有が可能な体制を構
築しています。

○ ○ ○ ○

組織
体制

社会
貢献・
地域
貢献

製品・
サー
ビス



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
期待

レベル
カテ
ゴリ

チェック項目
【SDGsの観点で市場・社会から期待される基本的な事項（例）】

具体的な取組

・環境
・社会
・経済
の種別
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【事業承継】
・事業承継に関する検討・対策を行っている

応用
社会、経

済
将来の事業承継に向けた基盤づくりの一環として、幹部会議において経営情報を共
有し、経営状況への理解を深める取り組みを行っています。

○ ○ ○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

【その他独自に行っている取組】

具体的な取組独自に設定したSDGsに資する取組


